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【湘南大磯　パンの蔵】
問合せ先：（61）4441

【AUI-AŌ Design】
問合せ先：ＨＰはこちら
　　　　　　　▼

「めいど いん おおいそ」
登録産品紹介

問大磯らしい潤いづくり協議会（大磯町商工会）
　☎（61）０８７１

大磯の一筆箋 あおばとサブレ

鴫
立
庵
だ
よ
り

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ
る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が
開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落
柿

舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼
ば
れ

て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。

今
月
の
短
歌

今
月
の
短
歌

鴫立庵大使「えんいくん」

　
季
語
は
「
水
の
春
」。「
水
」
そ
の
も

の
よ
り
、
付
近
の
風
景
を
も
含
め
て
連

想
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。「
ア
ロ
ワ
ナ
」

は
大
型
の
淡
水
魚
で
飼
育
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。
肩
の
辺
り
の
丸
み
が

特
徴
的
だ
。

�

（
鴫
立
庵
庵
主
　
本
井
　
英
）

　
季
語
は
「
マ
フ
ラ
ー
」
で
「
冬
」
で

あ
る
。
一
句
の
狙
い
は「
軌
跡
残
し
て
」。

飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
駆
け
て
い
く
人
物

の
、「
マ
フ
ラ
ー
」
の
残
像
が
「
軌
跡
」

の
よ
う
に
辿
れ
る
と
い
う
の
だ
。
生
き

生
き
と
し
て
い
る
。
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（
鴫
立
庵
庵
主
　
本
井
　
英
）

　
現
代
人
は
、
科
学
の
発
達
と
と
も
に
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
随
分
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
合
理
的
だ
、
便
利
だ
と
い

い
な
が
ら
、
次
々
に
押
し
寄
せ
て
来
る
事
態

の
処
理
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
年
少
女
た

ち
の
暮
ら
し
も
随
分
忙
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
と
き
に
は
「
ぼ
ー
っ
と
」
空
を

見
上
げ
て
い
た
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

作
者
は
、
見
上
げ
た
空
を
読
者
に
伝
え
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
と
き
の
自
分
の
感
覚
を

「
不
思
議
な
空
っ
ぽ
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

言
葉
に
し
た
と
き
に
、
時
間
が
ほ
ん
と
う
に

不
思
議
に
思
わ
れ
て
き
ま
す
。
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（
西
行
祭
選
者
　
今
井
　
恵
子
）

山
田　

ひ
な
の

林　

真
悠
子

愛
知
県
立
時
習
館
高
等
学
校

中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校

ア
ロ
ワ
ナ
の 

丸
き
背
中
や 

水
の
春

マ
フ
ラ
ー
の 

軌
跡
残
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

走
り
け
り

三
浦　

快
人

岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

空
を
見
て 

ぼ
ー
っ
と
し
た
ま
ま 

動
か
な
い

何
か
不
思
議
な 

空
っ
ぽ
の
時
間

今
月
の
俳
句

今
月
の
俳
句  
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句
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俳
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